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1. インストラクターパッケージ 
このパッケージには、TDIインストラクターとして活動するために必要なすべての関連情報が含まれて

おり、必須インストラクターガイドおよび各コーススタンダードに記載されているその他の必須教材と

組み合わせて使用することができます。この情報はすべて、www.tdisdi.comのメンバーエリアからも

入手できます。 

このパッケージは、便利なリファレンス(参照)ガイドとして保管してください。注文の処理や生徒の登

録に必要な用紙は、ウェブサイトから印刷することができます、 

その他  

アメリカ本部： 

SDI(スクーバダイビングインターナショナル) 

フリーダイヤル:888-778-9073 

Fax:877-436-7096 

eメール：worldhq@tdisdi.com 

ウェブサイト：tdisdi.com 

 

注文は24時間いつでもeメールで地域事務局へ送信できます。 

 

講習生認定はtdisdi.comのメンバーエリアで可能です。 

 

ダイビングプロフェッショナルである私たちのスタッフが、皆さんのビジネスニーズ、ご質問、ご不明

な点など、喜んで対応させていただきます。私たちは皆さんの信頼に感謝し、最高のサービスを提供す

ることを目標としています！ 
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2. 沿革 
1994年にささやかに設立されたこの教育機関は、Scuba Diving International® (SDI)、Technical 
Diving International® (TDI)、Emergency Response Diving International® 
(ERDI)、Performance Free Diving International® (PFI)、First Response Training 
International®は、今では世界で最大のダイビング教育機関のひとつに成長しました。現在、世界100
カ国以上をサービス対象とする事務局を擁し、設立当初、思いついたアイデアをキッチンのテーブルで

ナプキンに書いた創業者の当初のビジョンをはるかに超えています。 

他の多くの企業と同様に、当初の目標は、新たに生まれたニーズに応えようとするものでした。当時の

必要性とは、今日のテクニカルダイビングと呼ばれる新しいダイビングスタイルの教育を意味し、創始

者は1994 年テクニカルダイビングを指導するTechnical Diving International® 
(TDI：テクニカルダイビングインターナショナル)を最初に設立しました。 

Technical Diving 
International®は、テクニカルダイビングの最初の教育機関の1つでした。ナイトロックスからクロー

ズドサーキットリブリーザー、ケイブやレックなどのオーバーヘッド環境といった特別な分野のトレー

ニング教材と教育を提供することに重点を置いています。TDIはまた、深度100m(330ft)までミックス

ガスでダイビングするためのトレーニングも提供しています。 

TDIが成長する過程で、他教育機関とは一線を画し、今日多くのダイバーがダイビングを学ぶ方法の先

駆けとなったいくつかの重要なポイントがありました。ひとつは、TDIはテクニカルダイビング活動が

ダイビング業界に受け入れられるよう働きかける第一人者であったということです。テクニカルダイビ

ングの初期には、多くのダイビング業界関係者は、テクニカルダイビングに必要な潜水計画は通常のダ

イバーが取り組むのに非常に困難であり、ノンプロフェッショナルダイバーには危険すぎると考えてい

ました。TDIでは、セミナー、出版物、TDIのトレーニング教材などを通じて徹底的な教育が行われ、こ

の2つのマイナス要因を払拭することができました。一般的なダイバーたちは、テクニカルダイビングの

リスクを許容できるレベルまで下げることができることに気づき、テクニカルダイビングの学習はそれ

ほど困難ではないことを理解するようになりました。その結果、今日、ダイビング業界はテクニカルダ

イビングを受け入れているだけでなく、ナイトロックスが世界で最も多く学ばれているスペシャルティ

コースとなりました。 

TDIの歴史の中でもう一つの重要な出来事は、最初にレクリエーショナルダイバーに対しセミクローズ

ドリ 
ブリーザー使用を最初に提案した機関となったことです。これにより、ダイバーはレクリエーションと

してクローズドサーキットリブリーザーを使用できるようになり、ダイビング業界にまったく新しい分

野が生まれました。すなわち、TDIはダイビング業界に新たな領域を導入することにより、業界全体の

領域を拡張する役割を果たしました。 

1998年、TDIはプロメンバーからの強い要望により、スポーツダイビング部門を設立し、Scuba 
Diving International® 
(SDI：スクーバダイビングインターナショナル)が誕生しました。拡大した主要な理由は、実際のフィー



TDI スタンダード&プロシージャー 

パート1イントロダクション 

 

 

Version:0124 Page 3 of 32 

 

 

ルドにて活動するダイビングインストラクターの意見を取り入れながらプログラムを作成し、実際にダ

イバーが学びたいものとマッチし収益性が高い教育プログラムを提供する教育機関とインストラクター

は取引したかったからです。 

TDIと同様、SDIも、それまで確立されていたトレーニング機関とは一線を画す、さまざまなことを行っ

ていました。その一例として、SDIはすべてのダイバーにダイブコンピューターの使用を義務づけた最

初の機関です。この新しいスタンダードを追加した理由は、ダイブコンピュータを使用することにより

、ダイビングがより安全で楽しくものにするためでした。研究結果によると、一般的なダイバーは、コ

ース修了後ダイブテーブルの使用方法を簡単に忘れてしまうということが報告されています。この事実

は、ダイブコンピューターの進歩や信頼性の向上とともに、ダイブテーブルに代わるより安全なものと

考えられていたことを意味します。SDIはこのことを認識しており、ダイブテーブルはベーシックダイ

バーコースの必須カリキュラムではないですが、どのコースでも教えることができます。SDIが成し遂

げたもう一つの成果は、ダイビングのトレーニングの新しい形態であるeラーニングプログラムを提供し

たことです。クラスルームで学科講習を受けることが常識で、オンライン上で学科の教育を受けること

は実現不可能と考えていた時期に、SDIは業界ではじめてeラーニングを開発しました。現在SDIは、オ

ンライン上での教育を実施する数少ない教育機関の一つであり、教育全般にわたって最も多くのeラーニ

ングを提供している。 

SDIとTDIを通し、スポーツダイブとテクニカルダイブの両トレーニングが選択できるようになりメンバ

ーは満足していましたが、パブリックセーフティに特化したトレーニングを求める声が高まり、2000年
にEmergency Response Diving International® 
(ERDI)が誕生しました。ERDIは、パブリックセーフティダイビングに特化した、主要な認定機関によ

ってサポートされている唯一のトレーニングプログラムであり、それは現在も変わりません。ERDIは長

年にわたり、シカゴ消防局や多くの州警察のダイビングチーム、いくつかの連邦政府機関など、非常に

定評のあるダイビングチームをトレーニングしてきたプログラムを提供してきました。 

2004年、SDI/TDI/ERDIの創業者たちは、10年にわたる開発期間を経て、そろそろ次のステップに進

むべきと判断し、会社を投資家グループに売却することとしました。当面の変化としては、レクリエー

ショナル・スクーバ・トレーニング・カウンシル（RSTC）とヨーロッパ・スクーバ・トレーニング・カ

ウンシル（ESC）に申請し、承認されたことです。 

水中連盟（EUF）。この承認は、SDIのスタンダードが同業他社からも評価され、その信頼性と安全性

が確認されたことを意味するため、非常に重要なものでした。SDIはスムーズに承認を受け、現在は両

方の組織で積極的に活動し、より多くのダイバーがスポーツをより安全に行えるよう支援しています。

その他にも、スタッフの増員や、メンバーにとってビジネスをしやすくするための電子化テクノロジー

の導入など、さまざまな変化がありました。 

First Response Training 
International®は、SDIが提供していた旧式ファーストエイド(応急手当)とCPR(心肺蘇生法)に代わり

、最新のILCOR準拠の一般人向けプロバイダーレベルのファーストエイドとCPRのコースとして、2018
年に開設されました。さらに、ダイバーに特化した酸素管理プロバイダーコースも開講しています。20
20年のパンデミックの際、「空気感染予防」コースは、多くの企業がスタッフを職場に復帰させるため

の手段として活用されました。 
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様々な業界初の歴史を見ると、Performance Freediving International® 
(PFI)が、2019年夏にInternational 
Training®ファミリーに加わったことは、まさに理にかなったことでした。安全性に重点を置き、スノ

ーケリングから上級レベル、スペシャルティインストラクターまで、すべてのレベルのフリーダイバー

トレーニングを提供するPFIは、この分野のリーダー的存在となっています。 

International 
Training®は、この業界では新しい組織の一つであると考えられますが、最もプロフェッショナルで進

歩的な教育機関の一つと見られています。International 
Training®の歴史と革新者としてのその評判は、将来のための強力な基盤を築いてきました。メンバー

の声に耳を傾け、収益性が高く、リスクを許容可能なレベルに保つプログラムを構築することで、私た

ちは組織の明るい未来を創造していきます。 
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3. TDI倫理規定および行動規範 
• テクニカルダイビングは、通常のレクリエーショナルダイビングにはないリスクと責任を伴うものと

考えられています。 

• もしインストラクターが、ある講習生には自分の大切な人とバディを組ませることはできないと判断

した場合は、その講習生はTDIダイバーとして認定されるべきではないと、私たちは考えます。また

、もしインストラクタートレーナーが、ある候補生には自分の大切な人にテクニカルダイビングを教

えることは許可できないと判断した場合は、TDIインストラクターとして認定されるべきではないと

、私たちは考えます。 

• TDIプロフェッショナルはダイビングに携わる者として、常に自身の心身の健康状態を維持しなけれ

ばならない。 

• TDIプロフェッショナルは、常に器材をメンテナンスし、不具合のある器材では決してダイビングを

しない。 

• TDIプロフェッショナルは、プロフェッショナリズムと客観性の維持に努め、テクニカルダイビング

における安全の概念を支持する。 

• TDIプロフェッショナルは、資格のない人にテクニカルダイビングをさせない。 

• TDIプロフェッショナルは、初心者テクニカルダイバーやダイビングコミュニティから要請があれば

、講習会の開催や、質疑への回答、書籍出版や雑誌寄稿などを通じて、自分の知識を伝えるためにあ

らゆる努力をする。 

• TDIプロフェッショナルは、常に水中環境の保全に対する意識を高め、実践するよう努める。 

• 自らの意思でTDIメンバーに加わったTDIプロフェッショナルは、TDIの発展に貢献し、TDIが採用

した公式決定を支持する責任と義務を負う。当該組織に対するこの義務を果たすにあたり、TDIダイ

バーとインストラクターは、以下の事項を守らなければならない： 

o 組織の一員としてTDIを公にサポートする。 

o 改善が必要な場合は、権限および責任のある立場にあるTDIメンバーやダイバーと直

接連絡を取り、プロフェッショナルな方法で実現するためにあらゆる努力をする。 

• 全てのTDIメンバーは、TDIスタンダード違反や倫理規定違反を報告する義務がある。 

• 全てのTDIメンバーは、講演、記事や書籍、インターネット上での様々な言論活動など、あらゆる活

動において、プロフェッショナルとしての行動と倫理的行動の模範となるよう努力する。 

• ダイビング仲間に対する不正確な批判や意図的な扇動言動は不適切であり、慎むべきである。 
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4. はじめに 
ダイビングを学ぶ楽しさを最大限に引き出しながら、ダイバーの真の安全を確保するスタンダードは、T
DIのダイバートレーニングプログラムの基盤です。TDIは従来の慣習のみに基づく旧来の教育プログラ

ムを見直し、科学的データと常識を用いて新たなガイドラインを定めました。TDIは、新しいテクノロ

ジーを活用したトレーニングをダイバーは最初のトレーニングから受け、より深く、より長く、あるい

はその両方を自由にそしてより安全にダイビングを楽しむべきだと考えています。 

TDIでは、ダイバーがスキルや経験を積むにつれて、従来のレクリエーションダイビングの限界を超え

、希望するレベルまで上達できるようなトレーニングを提供しています。 

4.1 あなたとTDI 

インストラクターとして、TDIファミリーでのあなたの役割は何よりも重要です。  

あなたは、教育的かつ先進的なスクーバ指導をダイバーに提供するアンバサダーなのです。あなたのア

イデアや経験はTDIの成長に欠かせないものであり、TDIが常に最先端を走り続けるためにあなたのご意

見は非常に重要です。すでに認定されている方もいるかもしれませんが、SDIオープンウォータースク

ーバダイバー、アドバンスドアドベンチャーダイバー、レスキューなどのスポーツダイビングプログラ

ムを教えることのできるSDIインストラクター認定、さらにERDI 
でエマージェンシーレスポンスダイビングインストラクター認定を取得することでキャリアを継続する

ことも奨励しています。 

TDIは、あなたが十分な能力を備えていると信じています。我々の役割は、その知識を講習生に伝える

ためのツールを提供することです。あなたがキャリアを通じて培ってきた知識のほんの一部でも、1回の

コースで習得しようとすれば、彼らは圧倒されてしまうでしょう。したがって、新しい講習生が実際に

必要とするトレーニングを受けられるよう、選別することが非常に重要です。このオープンウォーター

の知識体系は非常に重要であるため、TDIはどの知識とスキルが最も重要かを見極めるために、膨大な

リサーチと努力を注いできました。 

TDIは、講習生にとって最も重要な情報を吟味し、実証済みの教授法を提供しています。この重要な中

核パッケージを講習生に提供できるかどうかは、あなたのインストラクターとしての能力にかかってい

ます。良い講習を提供できるのは、TDIとあなたとのパートナーシップによるものなのです。 
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5. スタンダード＆プロシージャーマニュアルの使い方 

5.1 目的 

TDIスタンダード＆プロシージャーマニュアルは、オープンウォーターレベル(直接浮上が可能なダイビ

ング)からブラックウォーター(ケイブやディープ)、トライミックスCCRまでのダイバーに安全で楽しい

トレーニングを提供するためのガイドとして作成されました。このマニュアルは、TDIインストラクタ

ーが一貫性を保ち、質の高いトレーニングを提供するために遵守しているスタンダードと手順をまとめ

たものです。スタンダード＆プロシージャーでは、講習生がTDI認定を取得するために必要な「コア知

識」の概要についての説明が記述されています。そして最後に、重要なことは、このマニュアルは講習

生が実際に必要とするスキルや知識を効果的に提供できるようにすることを目的としています。 

TDIスタンダード＆プロシージャーマニュアルは「生きたマニュアル」であり、定期的に更新され、あ

なたのダイビングキャリアと共に成長し変化していくものなのです。随時、マニュアルのアップデート

が届きますので、これらのアップデートを速やかに取り入れ、マニュアルを常に最新の状態に保つよう

にしてください。 

5.2 このマニュアルの使用方法 

このマニュアルは意図的に簡単かつ簡潔にまとめられています。 

マニュアルはいくつかの部分から構成されている。これには： 

1. イントロダクション 

2. ダイバースタンダード 

3. リーダーシップスタンダード 

 

Part 1 イントロダクション： 

• スタンダード化されたインストラクションの必要性 
指導の一貫性と卓越性に対するTDIの進歩的なアプローチを説明 

• インストラクターの役割 
TDIファミリーでのあなたの重要な役割を強調 

• リスクマネジメント 
あなたのキャリアを失う可能性のある問題から身を守るのに役立つ詳細情報の紹介 
もちろん、あなたは可能な限り最高のインストラクターになりたいので、次のことを行います。 

• 素晴らしいインストラクターになるために 
ダイビング指導のプロとして尊敬されるような、より良い指導者になるためのヒント 
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• TDIスクーバコースの実施方法 
スクーバコースのスケジュールと講習生の受け入れに関する一般的なアプローチの説明。トレーニン

グのスケジュール管理、講習生の人数管理、講習料の徴収、講習生が全セッションに出席する意欲を

高めるためのロジスティックスや詳細(メディカル、法的事項)に焦点を当てたものです。 

 

Part 2 ダイバースタンダード： 

• TDIで現在実施されているダイバーコースのリスト 

 

Part 3 リーダーシップスタンダード： 

• TDIで現在実施されているリーダーシップコースのリスト 
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6. TDI - プロフェッショナルダイブインストラクション 

6.1 スタンダード化されたインストラクションの必要性  

スクーバインストラクションの歴史の黎明期には、経験豊富なダイバーが初心者ダイバーに自分が重要

と思うことを彼らに教えていました。その当時は、事故が多く起こったため、ダイビングは危険なスポ

ーツという評判を受けていました。スクーバダイビング「クラブ」が結成され、安全なダイビングのた

めのスタンダードが作られていきました。やがて、ダイビングの知識が広がるにつれて、安全なダイビ

ング方法が確立されていきました。  

プロフェッショナルな教育機関が設立され、インストラクターを公認して、彼らがトレーニングしたダ

イバーを「認定」するようになりました。このような状況は、「スタンダードが存在しなかった」時代

と比べると大きな進歩でした。しかし、講習生たちに教える理論とテクニックは、それぞれのインスト

ラクターによって異なるものでした。指導方法は軍隊の指導スタイルのものから、単に「沈むか泳ぐか

」というレベルのものまで様々でした。 

スクーバにはより安全な方法があることを知ってもらい多くの人に興味を持ってもらうには、さらに多

くの変化が必要でした。スクーバダイビングは男性的なスポーツであるというイメージや、高い身体能

力が必要なスポーツというイメージを脱却しなければいけませんでした。安全で楽しいダイビングに欠

かせない「コア知識」を特定し、スタンダード化する必要がありました。特に難しいのは、講習生がダ

イビングを安全に楽しむために必要な実践的な知識とスキルを学ぶことができるよう、指導方法を統一

し、一貫性を持たせることでした。TDIは、一貫性のあるスタンダードと講習方法の重要性を認識し、

これは本マニュアルの基盤となっています。TDIインストラクターが講習生に必要な知識をしっかり教

えるには、何を教えるべきかを知らなければならない。そしてそれと同じくらい重要なのは、どう教え

るべきかを知らなければならない。 

インストラクターには個性があり、そのため、彼らはおのずと個々の指導スタイルを持ちます。TDIで
は、独自の指導スタイルや個性を自由に発揮してもらいたいと考えています。ただし、他の全てのTDI
講習生と同じコア知識や実績のある指導方法をあなたの講習生にも提供することを条件としています。T
DIインストラクターデベロップメントコースに反映されているのは、厳選された知識を実証済みの指導

方法で一貫して提供するというコンセプトです。 

標準化されたコース内容と指導方法を用いれば、さまざまな利点があることは明らかです。 

• コース構造は標準化されているため、個々の講習生のニーズなど、より重要なことに集中できます。 

• インストラクターは、一部のトピックに時間をかけすぎて他のトピックを犠牲にしてしまうという事

態に陥りにくくなります。講習生は、インストラクターが費やす時間に比例して、テーマの重要性を

認識することができます。 

• インストラクターが重要なトピックを誤って省略してしまう可能性も低くなります。 

• もし訴訟が起きた場合でも、国際的なダイビング教育機関が開発した実績のある標準化されたプログ

ラムを遵守して講習生を指導した場合、インストラクターは擁護されます。 
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• プレゼンテーションは、より実践的でプロフェッショナルに見えます。 

• インストラクターはよりプロフェッショナルに見え、実際プロフェッショナルであるでしょう。 

6.2 インストラクターの役割 

TDIのカリキュラムと指導法を用いて指導することには、非常に大きなメリットがあります。しかし、

インストラクターであるあなたがまだやるべきことは何でしょうか？たくさんあります！最高のインス

トラクションプログラムでさえ、それを適切に提供する人がいなければ真価を発揮できません。なぜで

しょうか？カリキュラムが効果的であると期待できるとしても、講習生の能力やダイビング環境はいつ

も同じではありません。トレーニング、経験、および判断力 
を備えたコースで、全てをまとめることができるのはあなただけです。インストラクターだけがこの三

つの要素を、安全で楽しく、レベルの高い学習体験に融合することができるのです。 

オープンウォーター講習を開始すると決まったら、逆算して一連の判断を下す必要があります： 

• クラスの定員を何人とするか、また、何人のアシスタントが必要か? 

• コースにどのような人が参加し、どのような年齢層の混合グループになるのか？(10〜72歳?) 

• 健康上の問題はあるのか(ヘビースモーカーには医師の承諾が必要か)？ 

• 人間関係が妨げにならないか？(支配的な親や束縛するパートナーなど) 

• どのような雰囲気が最適か? 

• eラーニング中心とするか、それとも講義中心とするか？ 

• eラーニング学習と教室での授業をどのように融合するか？ 

• 講習生に負担をかけすぎてしまうリスクを負ってでもコースの初めからオープンウォーター実習に連

れて行くべきか、それとも多少のやる気が失われてしまうリスクはあるが実習を遅らせるべきか？ 

• どうすれば講習生がすべてを理解していると判断できるか、また、良く理解できていない講習生に対

しどのように指導するか？ 

• オープンウォーターでパニックを起こしそうな講習生は誰か、そして、どのようにその講習生を守る

のか？ 

• 習熟度が最低限の講習生を認定するかどうか？ 

判断はインストラクターに委ねられています！TDIのバランスの取れたカリキュラムと実績のある指導

方法という強固な基盤があっても、講習生を指導する上で最も重要な要素はあなた自身であることは明

らかです。 

6.3 素晴らしいインストラクターになるために  

• 優れたインストラクターは、まず第一にプロフェショナルに徹しています。人生のあらゆる側面にお

いて、あなたが最も尊敬する人について考えてみてください。、彼らは共通して、高いプロフェッシ
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ョナル性を持っていることでしょう。ダイビング指導において、プロフェッショナリズムは成功にも

安全にも不可欠です。そして私たち一人ひとりが「プロの証とは？」と問いかけることが大切です。 

• プロフェッショナルは、例えばスクーバダイビング事業といったビジネスを提供し、強く関心を持っ

てもらうために必要な知識とスキルを習得する。 

• プロフェッショナルは、常に最新のテクノロジーや専門分野の変化を把握する。 

• プロフェッショナルは、提供したサービスに対して報酬を得る。 

• プロフェッショナルは、オープンマインドで公平であるよう努力する。 

• プロフェッショナルは、自己管理が徹底されている。 

• プロフェッショナルは、次のような模範を示す： 

o 身体の健康 

o 倫理的な姿勢 

o ポジティブな姿勢や価値観 

• 他人への配慮(例えば時間を守る) 

最初から「生まれつきのプロフェッショナル」であることはありません。「自然に」プロフェッショナ

ルになることもありません。私たちの多くにとって、プロフェッショナルになるには大変な努力と、長

期にわたる高い目標へのコミットメントが必要です。同様に重要なことは、 
プロフェッショナルであり続けるということは、新しいアイデアや技術に寛容であり続けながら、自分

の職務の行動原則に対する長期にわたるコミットメントを意味します。プロフェッショナルインストラ

クターであることの最も難しい部分は、スクーバダイビングとはほとんど関係ありません。私たちの多

くにとって、本当の課題は人間関係の個人的な側面にもっと密接に関係しています；忍耐力、寛容さ、

自制心、自分自身の感情と向き合う意欲、変化を受け入れる能力などである。 

• 変化は避けられないものです。時には楽しいこともあり、しばしば苦痛なこともあり、また通常はそ

の変化に対応するのに費用もかかります。他の業界と同様に、これは私たちの業界でも発生するでし

ょう。だからこそ、その変化を最大限に活かす方法を学ぶ必要があります。  

• 新しいアイデアが良いものであれば、それを受け入れていきましょう。 

• 新しいアイデアが良くないと思うなら、誠実に議論し、理性的に反論すべきです。もし私たちが正し

ければ、良くない考えは自然に消滅していくでしょう。 

• 変化が起こることに期待してください。 そうすれば失望することはありません。 

• より良いアイデアがあるのなら、それに基づいて行動し、自ら変化を起こしましょう！ 

私たち自身の感情が、トラブルのもととなることもあります。私たちが関わる人々や置かれた状況が必

ずしも好ましいわけではありません。そしてこのような人々や状況が私たちの行動に悪影響を与えるこ

ともあります。その悪影響が起こっていることにさえ気づかないこともあります！したがって、自分自

身の感情に気づき、正直になり、対処しようとすることが重要です。目標は、その状況から抜け出し、

自己肯定感と生産性を高めることです。 
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自制心は、プロフェッショナリズムのために不可欠な要素です。私たちは皆、ある問題に対して強い感

情や思いを抱くものですが、あなたの講習生たちはあなたに心のバランスと常識を求めることでしょう

。極端な行動や意見を避け、 
競合他社や講習生を公に批判することは避けましょう。さもなければ、あなたが大きな損害を被ること

になります。 

寛容さは、成熟度と経験の表れです。プロフェッショナルは、「全てのタイプ」の人に対処することが

求められます。人々の中には、あなたのように良識があり豊かな人間性を持ち合わせていない人もたく

さんいます。しかし、それこそあなたがインストラクターである理由の一つです。 

忍耐力は、偉大な指導者達の共通点です。人々は異なる方法で、異なる速さで学びます。もしインスト

ラクターの教え方が遅すぎたなら、何人かの講習生は退屈します。しかし、あまりにも速く教えたなら

、残りの講習生にとって理解できないものになります。さらに重要なことは、もしインストラクターが

、講習生が理解するスピードが遅いことに我慢できない態度を見せてしまうと、講習生は不愉快に感じ

るでしよう。講習生は、集中力を失い、最終的にはインストラクターとダイビング自体を不快に感じる

でしょう。もしインストラクターが忍耐強く接すれば、ほとんどの講習生は有能なダイバーになること

を目指して楽しく学ぶとともに、インストラクターのプロ意識に敬意を払うようになるでしょう。 

6.4 リスクマネジメント 

6.4.1 防衛的に教える 

インストラクターへの最高のアドバイスは、『想定外の状況が発生することを想定しなさい』です。言

い換えると、全てが良い方に、または計画した通りに進行すると思ってはいけません。自分が出した指

示がすべて受け入れられるということを、決して当然だと思ってはいけません。ダイビング講習が始ま

った1960年代から、慎重なインストラクターは、講習生がブリーフィング内容と異なる突飛な行動を取

ることを予測してきました。つまり、彼らは突発的に起こりうる無数の不測の事態を常に先回りして考

え、事故を未然に防ぐための迅速な対策を練っています。覚えておいてください: 
監督者の全体的な目的は、講習生にスキルを学ぶ機会を与えることであり、間違いがあった場合、イン

ストラクターはそのような間違いを、厳しいサバイバルテストではなく、ポジティブな学習体験に変え

る手助けをします。 

インストラクターは、全てのプログラムをスタンダードに従って指導することが非常に重要です。スタ

ンダードは、講習生が自立し独立した活動ができるよう成長させる知識とスキルのカリキュラムを提供

します。また、トレーニングスタンダードは、万が一事故が発生し、インストラクターが訴訟において

自らの行為を正当化する必要が生じた場合の、弁明資料でもあります。最新のスタンダードに準拠して

指導し、定期的な変更に応じてコース内容をアップデートすることは、あなたの責任です。コーススタ

ンダードについて不明な点がある場合は、International 
Training®アメリカ本部のトレーニング部門にお問い合わせください。現地の状況、限定水域(コンファ

インドウォーター)やプール施設の条件、使用器材、その他規格外の状況により、スタンダードから逸脱
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する必要があると思われる場合は、アメリカ本部から書面による免除を受けなければなりません。これ

らはケースバイケースで評価されます。承認を求めることなく、コーススタンダードから外れてよいと

は決して考えないこと。  

また、インストラクターと講習生の人数比は現場の状況に基づいていることに注意してください。視界

が悪く、波が高く、流れが強い場合と同じように、理想的な条件ではないとき、特に講習生の中に特別

な注意を要する人がいる場合は、講習生の数を減らすか、または直接監督することができるアシスタン

トインストラクターを増やさなければなりません。 

インストラクターが保険に加入して最善を尽くして教えることが最も理想的です。この場合、もし事故

が発生したとしても、保険会社が弁護士費用を負担してくれるでしょう。私たちはまた、理性的な陪審

員であれば、私たちができる限り最善のトレーニングを行ったと確信し、私たちの過ちを無罪とするだ

ろうと信じたい。しかし、実際にはそう簡単なことではありません。私たちの社会は訴訟社会になって

きており、業務上のリスクを軽減するプロトコルを学ぶことが最善の方法です。 

6.4.2 イントロダクション 

ダイビングは「安全なスポーツ」だと誰かに話したことはありますか？それは間違いです。 
それは正しくありません。「安全」とは、文字通り「リスクなし」を意味します。そして、生きること

において何も安全ではありません。ダイビングは、他の多くのスポーツ活動と同様に、本質的に危険な

ものです。  

実際、ダイビング業界のリスクマネジメントプロトコルの多くは、スノースキービジネスから応用され

ました。足を狭い板の上に固定された厄介なブーツに入れて、丘の下に滑走するスキーヤーは、運が悪

ければ足や足首や腕などを骨折し、場合によっては死亡することもあります。この場合には、もちろん

訴訟が発生し、スキー業界は防衛的な対応を余儀なくされました。 

すでに30年以上前からスキー学びたい人に対し、このような危険に対してスキーリゾートやインストラ

クターへの傷害の責任を問わないという内容の免責及び権利放棄書に署名するよう要求することがスタ

ンダード化しています。潜在的な危険を持っているスポーツ(スノーモービル、ATV、スケートボードパ

ーク、スカイダイビング、ハンググライダーはもちろん少年サッカーや野球リーグなど)も、参加者に対

し事前に危険性について告知するための免責書の使用とそれに付随するリスクマネジメントが日常的に

行われるようになってきました。 

今日の法廷訴訟において、プロフェッショナルインストラクターには「リスクマネジメント」が最も重

要です。幸いなことに、インストラクターが比較的簡単なステップを踏むことで、有利になる確率を高

めることができます。まず第一歩は、プロフェッショナルインストラクターの賠償責任保険に加入する

ことです。 

今の世の中は、ダイビングボートにつま先をぶつけただけでも法的訴訟が起き、ダイビング教育プログ

ラムにおいて事故について十分な注意を払っていなかったという理由で敗訴することもありえます。私

たちの特有かつ明確なニーズに対応する保険がなければ、膨大な訴訟費用から身を守ることはできませ

ん。実際、無実のインストラクターの弁護を成功させるための費用は、保険による保障がなければ、個
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人やその会社を倒産させてしまう可能性も大いにあり得ます。しかし、保険に入るだけでなく、可能な

限り慎重に行動し、講習生、自分が担当するダイバー、そして自分自身を守るために、リスクマネジメ

ントの基本的な側面を把握することが重要です。 

6.4.3 訴訟の要素 

次に、基本的な個人傷害の法律を見てみましょう。原告(あなたに対して訴訟を起こした個人またはその

相続人)が金銭的な被害を補償するためには、4つの要素が必要です。 

1. 原告は、自分が受けた金銭的、物理的な損害を証明しなければなりません。 

2. 原告は、あなた(インストラクター)が安全な環境でトレーニングや監督を提供しなければならない

義務があることを証明しなければなりません。 

3. 原告は、あなたが故意または怠慢により、その義務に違反したことを証明しなければなりません。 

4. 最後に、原告は損害があなたの過失によって生じたことを証明しなければなりません。 

実際の事例を見てみましょう： 

ジャック・スミスは、初級ダイバーコースに参加しました。彼は、事前にダイビングをしたことがあり

ませんし、やろうとしたこともありませんでした。ボブ・ジョーンズは、スミスを講習生として受け入

れました。スミスは講習費用を支払いました。この時点で、この2人の間には、ジョーンズがスミスにダ

イビングを教え、そのコースのすべての局面で彼の安全を管理するという基本的な契約が成立していま

す。 

実際に講習が始まってみると、スミスは浮上中に呼吸を継続することを指導する学科講習を欠席しまし

た。しかし最初のプール講習でジョーンズはその事を教えませんでした。プールで一番深い深度での講

習中、スミスはマスクに水が入ってパニックを起こし、息を止めたまま浮上しました。スミスは、空気

塞栓症(エアエンボリズム)で死亡し、彼の家族は、ジョーンズを訴えました。 

• スミスに被害はありましたか？はい、彼は死亡しました。 

• ジョーンズは、安全な環境でダイビング教育をする義務があったでしょうか？はい、もちろんです。 

• ジョーンズはその義務を怠ったといえるでしょうか？はい。スミスはスクーバで呼吸するときに息を

止めてはいけないことを知りませんでした。なぜならジョーンズが彼にそう教えなかったからです。 

• スミスはジョーンズの過失で死亡したのでしょうか？それは陪審採決を避けられないでしょう。 

この例には強調したい重要な事項があります。エントリーレベルのスクーバ指導では、講習生は最初は

本当に何も知りません。彼らはインストラクターが減圧症、塞栓症、危険な生物などを説明するまでは

、そのようなダイビングの危険性を認識していません。例えるなら、講習生は、真っ白なスレートのよ

うなものだと考えてください。ダイビング中の行動を決定するために必要な知識やスキルという情報を

、あなたが記入していくようなものなのです。 
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もちろん、彼らが参加する活動にリスクが伴うことを承知するよう求める免責同意書に署名してもらい

ます。これは、参加者が事前に関連した危険性について説明を受けて、潜在的な危険性とその結果とし

ての負傷や、死亡する可能性がある事実を十分に理解した上で、意図的に参加を決定するという「説明

された上での選択」の基本であります。だからこそ、適切に作成された免責同意書は、リスクマネジメ

ントの一環として絶対に欠かせないものなのです。 

6.4.4 免責同意書の適切な使用 

このツールを第一の防衛手段として考えてほしい。これは、あなたと講習生の間で交わされる契約書で

あり、基本的には以下のような内容となっています：「ダイビングは潜在的に危険であり、ここにあな

たが死傷する可能性のあるすべての危険性を記します。あなたはこれらの危険性を理解し、事故が起き

ても私を訴えないことに同意するものとします。」果たしてそんな単純なことなのでしょうか？そうと

は言い切れないが、そこに近づいて行っています。では、免責同意書作成の手順と、それを有効に機能

させる方法について見ていきましょう。 

私たちは既に、訴訟についての基本的な原則を説明しました。ここからは裁判になる前に訴訟を防ぐリ

スクマネジメントや、告訴された場合に被害を最小限にする手段を見てみましょう。私たちがここで強

調したいのは、インストラクターが利用できる免責同意書や各種フォームを積極的に使うということで

す。通常、このフォーム類には、ダイバーメディカル/参加者チェックシートや一般賠償責任の免責とリ

スク負担への同意書が含まれています。インストラクターやダイビングボートのオペレーターは、この

ような書類を適切に使用せずに活動を行うべきではありません。事故が発生した場合、これらの書類は

、自分を保護するのに不可欠なものとなります。 

免責同意書の目的は、講習生とインストラクターの間で契約を結び、トレーニングで行われる活動の性

質について一定の理解を定めることです。しかし、ボートが港から出航するときに、単に多くの書類に

署名を求めるだけでは十分とは言えません。 

アメリカ合衆国内の多くの州では、講習生に十分に考える時間を与えずに免責同意書を作成することを

強制したり、金銭的損失の恐れがある状況下で免責同意書書を作成することは、それだけで適用除外の

理由となります。 

最初にまず、講習生にダイビングの伴う固有のリスクと危険性についてきちんと理解してもらわなけれ

ばなりません。(フォーム各種はアメリカ本部のウェブサイトwww.tdisdi.comや日本ウェブサイトから

ダウンロードすることができます。)その内容をよく見ると、この文書には発生が十分に予想される危険

を具体的に示すさまざまな情報が含まれていることに気づくでしょう。そして、文書には、ダイビング

に参加することを決めた場合にはこのようなことが起こる可能性があると、はっきりと説明されていま

す。 

初回認定後、2回目以降の免責同意では、講習生は自身のダイビング経験と過去のトレーニングを提示す

る必要があります。これにより、同意書を提出する人が、ダイビングの経験があることを明確に証明し

、危険やリスクに関する具体的な警告とは別に、参加するかどうかの判断の根拠になり得るものです。

たとえば、エントリーレベルのスクーバコースにて免責同意書に署名した人は、インストラクターが学
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科講習で教材を使って説明するまで、そのコースの本質的な危険性については全く分かっていないでし

ょう。一方、ダイバー認定を取得後6年間、さまざまな条件や深度でのダイビングを経験した人は、スク

ーバダイビングに関連する一般的な危険性についてほとんど理解しているでしょう。このダイバーは、

その経験と事前のトレーニングによって、より高度な、あるいはテクニカルプログラムでのリスクを受

け入れるかどうか、十分な情報に基づいた決断を下すことができます。そして裁判官や陪審員は、その

ダイバーが負傷したり死亡した場合、インストラクターを訴える権利を事実上放棄したことに同意する

契約があるとして、ダイバーにその契約を守らせることができるかもしれません。 

一言で言えば、それがこの書類を使用することの理由なのです。署名した人はそのリスクを理解し、そ

のリスクを受け入れることができたでしょうか？そして、そのような免責同意書に署名することによっ

て、インストラクター側の過失も含め、予想される危険に対して訴える権利を法的に放棄したことを、

その人は理解していたのでしょうか？ 

SDI、TDI、ERDI免責同意書の詳細は、次のセクションで紹介しています。これを「誤った冒険による

死」と呼んでいます。適切なアクセントを加えるとさらに良く聞こえます。現在の法的制度においては

珍しいケースです。 

しかし、人々が何でもないことで互いに訴え合うような現代社会では、自分を守るために、法廷で対応

できる準備をしておかなければいけません。とても時間がかかるので心して取り掛かってください。 

十分に時間をかけて正確な免責同意をまとめて準備してください。そうでなければ、とてつもなく大き

な代価を払うことになる恐れがあります。 

利用可能なリスクマネジメントツールを必ず使用し、防衛的に指導をしてください。そのアドバイスを

銀行に持っていくことができます。 

6.4.5 免責同意書の記入と署名 

次に、免責同意書の実務的な事項を見てみましょう。講習生には、重要な契約に署名する前に、十分な

検討ができる適切な環境を作ってください。インストラクターは講習生がコースに参加する際に、参加

条件として免責同意書に署名しなければならないことを説明しなければなりません。そしてその免責同

意書は、最初のプールセッションを含め実際のダイビング当日前までに十分な余裕をもって講習生に提

供されるべきです。 

限定水域トレーニングやオープンウォータートレーニングが始まる直前に講習生へ免責同意書への署名

を求めるのは、免責同意の原則に反します。特に講習生たちが署名を拒否すると既に支払われた料金か

ら違約金を徴収することがあることを示唆した場合にはなおさらです。精神的な圧力や財政的な損害を

含み、どんな形式であれ強要した事実が認められた場合には、裁判官は免責同意書を認めず、講習生に

同情的な判決を下すでしょう。 

免責同意書を作成することは、認定後の活動に参加する講習生やダイバーとの関係においても最も重要

な手続きの1つです。まず最初に、この書類が彼らと彼らの家族の法的権利を規定する正式な契約という

事実を説明しなければなりません。これは潜在的に危険な活動であり、講習生とインストラクターの双
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方が最善を尽くしていても事故が発生する可能性があることを再確認してください。書類全体を声に出

して読み、各段落の後に質問はないか確認してください。次に各セクションの下線の部分に講習生のイ

ニシャルを記入してもらってください。 

講習生がすでに事前の認定を取得している場合、この書類では自身の経験、トレーニング、能力に関し

て誠実で正直に記入する必要があることが求められていると説明することを忘れないでください。書類

が第三者の立ち合いのもと署名されていることを常に確認してください。 

そして最後に、彼らは参加予約した状態であってもキャンセルでき、予約金全額を返金することを説明

してください。また、講習生には、傷害および死亡の危険性があることを自身の家族に理解してもらう

ためにトレーニングコース参加について詳しく説明するよう促してください。これは、講習生にとって

もインストラクターにとっても特に楽しいセッションではありませんが、忘れてはならない大切なセッ

ションです。全ての講習生が一堂に会しているときに説明をおこない、全員がこの事項を同じように認

識できるようにしてください。万一事故が起きた場合、彼らは免責についてあなたが説明したことを詳

細に証言できる確実な証人となります。 

未成年者は、彼らの法的保護者が免責同意書に署名しなければなりません。未成年者は、免責書類を単

独で作成し法的責任を負うには幼すぎると見なされるためです。可能な場合は保護者に最初の学科講習

に同席してもらうか、講習生が免責同意書とともに自宅へ戻った後、成人の講習生と同じように保護者

に電話をして説明することをお勧めします。 

講習生が免責同意書の内容を変更してしまうと、有効性が失われてしまうことがあるため、変更しない

ように注意してください。フォームの全ての項目が記入されているか、イニシャルと日付と署名が正確

に記入されているか確認してください。*(米国)州によっては、訴訟が却下されるようにするために弁護

士が異議申し立てを行う際、第一の防御手段として免責同意書が認められない場合があります。しかし

、免責同意書は陪審員を説得するための証拠資料とすることができます。この証拠資料は、講習生が適

切に説明を聞き、危険に対して十分理解した上でスクーバトレーニングに参加することのリスクを承諾

した場合にのみ有効です。 

6.4.6 スチューデントトレーニングレコード 

スチューデントトレーニングレコードを使用して、必ず講習生がエグザム、スキル、プール、オープン

ウォータートレーニングを完了したという証拠を残さなければいけません。このスチューデントトレー

ニングレコードは、免責同意書、ダイバーメディカル/参加者チェックシート、また必要に応じて医師の

承諾書などを保管するためのものです。これらの書類は7年間保存する必要があります。もちろん、トレ

ーニング中に事故が発生した場合、この書類はすぐに使用されます。またスチューデントトレーニング

レコードは、認定後に発生した事故により訴訟が起こされ、原告が「最初のトレーニングを担当したイ

ンストラクターが教育内容を全て指導していない」、「講習生がエグザムで間違えた問題や習得できな

かったスキルテクニックをインストラクターが再教育しなかった」と主張される場合には、更に重要な

意味を持ちます。トレーニングプログラムが進行するにつれ、トレーニングレコードを常に最新の状態
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に保つよう注意し、講習生のパフォーマンスが不十分な場合は、それが適切に完了するまで必ず再確認

して記録するようにしてください。 

6.4.7 ダイバーメディカル/参加者チェックシート 

学科講習を含む全ての講習活動が開始される前に、講習生にダイバーメディカル/参加者チェックシート

を記入してもらうようにしてください。講習生が記入する際、インストラクターの意見が介入してはい

けません。しかし講習生の質問に対しては、明確に説明しなければいけません。講習生が質問に誤った

回答をした場合には、修正するのではなく、新たなフォームを使い正確に作成しなければならない。 

講習生が医師の承諾書を必要とする項目に当てはまると示した場合、スチューデントトレーニングレコ

ードの正しい書類保管のため、講習生に医師の承諾書を提出してもらわなければならない。 

6.4.8 事故発生時 

事故が発生した場合、最大の関心事は事故者のケアである。 

更なる懸念には以下の事項が含まれる: 

• 事故者の器材を確保する－重大な事故では、地方自治体が器材を管理する場合がある。 

• International Training®インシデント/事故レポートを使用して、全ての関連情報を収集する。 

• 事故者の家族や友人の心情に配慮する。 

• インシデント/事故の事実について推測してはならない。 

• 他人の潜在的責任に関するコメントをしてはならない。 

• あらゆる写真を撮影し記録を残す。 

できるだけ早く、記入済みのインシデント/事故レポートをInternational 
Training®または地域事務局にeメールまたはFAXで送信すること。その際、該当する免責同意書のコピ

ーを添付すること。トレーニング中に事故が発生した場合は、ダイバーメディカル/参加者チェックシー

トのコピーと全てのスチューデントトレーニングレコードも含める。 

全てのインシデント/事故を報告する必要がある(比較的小さな事故でも)。保険会社が一定の報告手続き

を求める場合は、それにも従わなければならない。別の教育機関を通じて実施されたトレーニングプロ

グラム中にインシデントが発生した場合は、インストラクターはその教育機関の手順に従う必要がある

。可能な限り、全ての関係者に同じレポートを提出する。(レポートが複数バージョンになることを避け

る)。 

その後の公式調査に協力すること。これは、International 
Training®、地方自治体、およびその他の教育機関によって実施される場合がある。ニュースメディア

や他人に発言することは控えること。 
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思慮深いダイブプロフェショナルは、緊急時の手順を確立し、トレーニングで使用する全てのロケーシ

ョンにおける緊急時計画を確立している。 

CPR(心肺蘇生法)およびファーストエイド(応急手当)の認定を最新の状態に保つことは、慎重さを示す

。各ロケーションごとに、緊急サービスの適切な連絡先を確認すること。現場をコントロールし、タス

クを割り当て、使用する器材と周囲を把握できる準備を整える。たくさんのメモを取り、レポートを時

系列で管理し、器材と周辺地域の写真を撮影する。目撃者から話を聞き、可能であれば多数の目撃者か

ら観察結果を聞き、レポート作成に役立てる。インシデント/事故レポートは必ず適時に記入し、適切な

団体または個人に提出し、第三者と共有しないこと。  

6.4.9 まとめ 

リスクマネジメントは非常に重要です。全ての項目を真剣かつプロフェッショナル的にカバーしなけれ

ばならず、油断してはいけません。教育機関のコーススタンダードを厳守し、事故が起こりうる状況を

予測してコースを教えるようにしてくだっさい。インストラクターは、テクニカルダイビングと、一部

の上級プログラムに経験不足、準備不足のダイバーをコースに参加させないようにする義務があります

。時にこれは現実的には難しい場合もありますが、このようにすることがダイバーを守ることにもなり

得ます。 

事故は発生する可能性が常にあります。その事故は、誰にもコントロールできない、あるいは予想でき

ない状況によるものかもしれません。しかし、人々が何でもないことで互いに訴え合うような現代社会

では、自分を守るために、法廷で対応できる準備をしておかなければいけません。つまり、免責同意書

とスチューデントトレーニングレコードを正確に作成し保管する必要があります。 

利用可能なリスクマネジメントツールを必ず使用し、防衛的に指導をしてください。 
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7. TDI一般メンバーシップスタンダード 
このスタンダードは、以下の全てのメンバーに適用される： 

• TDIリーダーシップポジション  

• ダイブマスター 

• インストラクター 

• インストラクタートレーナー 

7.1 一般 

1. インストラクターは、これらの一般スタンダードの7.15に詳述されている「2年更新/リフレッシャ

ーポリシー」を遵守する必要がある。 

2. メンバーは、TDIコースを教える前に、更新済みアクティブティーチングステータスであり、適切

なインストラクターランクを保持していることを確認する必要がある。 

3. 全てのコースは、特に記載がない限り12ヶ月以内に修了されなければならない。 

4. 全てのTDIコースで推奨；講習生は、以前に受講したコースでの必須スキルを新しいインストラク

ターの前でデモンストレーションしなければならない。 

5. インストラクターと講習生共に、環境に応じて適切な浮力コントロールと適切なトリムを保って、

全てのコースの必須スキルをデモンストレーションしなければならない。 

6. ユニークスペシャルティーコースの企画手順インストラクターは、自身が直接開発した独自のスペ

シャルティコースを講習し、TDI 
認定証を発行することができる。ユニークスペシャルティコースを登録する方法は次の通り：イン

ストラクターは： 

a. TDIアクティブティーチングステータスであること 

b. 申請中のスペシャルティ分野で25ダイブの経験を証明を提出すること 

c. TDIスペシャルティインストラクターアップグレードフォームへ記入すること 

d. TDIに承認のためのアウトラインを提出すること 

e. コースが実施される前に、アウトラインはTDIアメリカ本部により承認される必要がある 

7. アクティブステータスのTDIインストラクターは、以下の条件下でSCR/CCRを使用しながら、オー

プンサーキットTDIダイバーレベルコースを教えることができる(以下の条件が全てのトレーニング

ダイブへ適用される)：* 

a. 最新のTDIコーススタンダードに従う 
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b. インストラクターは、該当レベルコースのオープンサーキットのアクティブステータスTDI
インストラクターであること 

c. インストラクターは、ダイビング中に使用するSCR/CCRユニットのアクティブステータスT
DIインストラクターであること 

d. インストラクターは、該当レベルコースのSCR/CCRのアクティブステータスTDIインスト

ラクターであること 

e. インストラクターは、自分自身と講習生1名がダイビングを中止し、安全な水面への浮上を

含む完全な減圧を実行するのに十分なベイルアウトガスを携行すること 

f. TDIインストラクターは、いかなる状況においても、その特定ユニットのアクティブステー

タスTDIインストラクターランクを保持せずにSCR/CCRを使用しながら、TDIコースのいか

なる部分も教えることはできない。 

*礼儀として、講習生にその状況を説明し、コースダイブの状況に納得してもらうことが推奨される。 

8. SCR/CCRコースを指導する際、インストラクターは、全てのSCR/CCRユニット固有のスキルがデ

モンストレーションされることを条件に、SCR/CCRまたはオープンサーキット器材を使用してもよ

い。 

7.2 各国地域事務局の所属手続き 

1. メンバー(ダイブマスター、アシスタントインストラクター、インストラクター、コースディレクタ

ー、およびIT)は、次のガイドラインに従って居住国を管理している地域事務局に所属する必要があ

る。 

a. メンバーは、4か月以上の期間、その地域に居住している。 

b. メンバーがコースを指導するために別の地域に渡航する場合は、継続的に4か月以上その地

域で過ごす場合を除き、その地域事務局の一員とはみなされない。 

2. 全ての新規メンバーは、居住国の地域事務局に登録および所属する必要がある。  

a. インストラクタートレーナーは、リーダーシップ申込書を適切な地域事務局に提出する必要

がある。 

b. インストラクタートレーナーは、新しいダイブプロフェッショナルを登録する地域事務局が

不明な場合、SDI/TDI/ERDIアメリカ本部に問い合わせること。 

3. メンバーは、所属する地域と一致する住所をユーザープロフィールに登録する必要がある。 

4. 所属する地域外に渡航し活動するメンバーには、現地の法律、規則、規制が適用される場合は、そ

の規則に精通するため、また現地の地域事務局への礼儀として、コースを実施する地域を管理する

地域事務局に連絡することを強く推奨する。 
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7.3 アクティブティーチングステータス 

アクティブティーチングステータスを有するインストラクターは、以下のスタンダードに同意しなけれ

ばならない： 

1. 年会費を全額支払わなければならない。 

2. 全ての過去未納金を全額支払わなければならない。 

3. 該当する地域の法令に従い、現在加入している賠償責任保険の証明を提出しなければならない。 

4. 少なくとも一度はスクーバダイバーコースを指導するか、アシストすること。 

5. 全てのインストラクターは、TDIコースの指導およびTDIダイバーの認定を行うために、アクティブ

ティーチングステータスを有していなければならない。  

6. 全てのリーダーシップスキルを実行できなければならない。 

7.4 保護観察(Probation/プロベーション)ステータス 

インストラクターは、以下のような理由により、保護観察ステータスとなる場合がある： 

1. 未払いが90日を超える場合 

2. アクティブティーチングステータスの条件に違反した場合 

3. 講習スタンダードに違反した場合 

保護観察ステータスに置かれたTDIインストラクターは、TDIコースを教え、TDIダイバーを認定する

ことができる。さらにスタンダード違反があると、インストラクターは保護観察ステータスから一時停

止ステータスまたは除名ステータスに移動する可能性がある。 

7.5 ノンティーチングステータス 

インストラクターは、以下のような理由により、ノンティ―チングステータスとなる場合がある： 

1. 未払いが90日を超える場合 

2. 一時的に一時停止ステータスとなった場合 

3. アクティブティーチングステータスの条件に違反した場合 

ノンティーチングステータスになったインストラクターは、TDIコースを指導することや、TDIダイバ

ーを認定をすることができない。 
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7.6 一時停止(Suspended/サスペンデッド)ステータス 

インストラクターは、以下のような理由により、一時停止ステータスとなる場合がある： 

1. 120日が経過しても未払いを解決するための努力をしなかった場合 

2. アクティブティーチングステータスの条件に違反した場合 

3. 講習スタンダードに違反した場合 

一時停止ステータスになったインストラクターは、TDIコースを指導することや、TDIダイバーを認定

をすることができない。さらにスタンダード違反があると、インストラクターは一時停止ステータスか

ら除名ステータスに移動する可能性がある。 

7.7 除名(Expelled/エクスペルド)ステータス 

インストラクターは、以下のような理由により、除名ステータスとなる場合がある： 

4. 120日が経過しても未払いを解決するための努力をしなかった場合 

5. 一時停止ステータスまたは保護観察ステータスに複数回置かれた場合 

6. アクティブティーチングステータスの条件に違反した場合 

7. 講習スタンダードに違反した場合 

8. プロフェッショナルインストラクターとしてふさわしくない行為を行った場合 

除名ステータスに置かれたTDIインストラクターは、TDIコースを指導することや、TDIダイバーを認

定することができない。また、除名処分を受けたインストラクターは、Scuba Diving 
International®のメンバーではなくなる。  

注：Technical Diving 
International®は、スタンダード違反が発生したという判断に基づいて、個人を一時停止処分、除名処

分、または退会を命ずる権利を留保する。 

正当事由による一時停止または退会の条項 - International 
Training®は、メンバーが以下の行為を行った場合、メンバーシップを一時停止またはメンバーを退会

させることができる：(i) (A)重罪または (B)薬物の繰り返し使用やアルコール依存(ii) International 
Training®、その親会社、子会社、関連会社、またその役員、従業員、あるいは顧客の業務上の健全性

を損ない、International Training®の業務上の評判に重大で実質的な悪影響を及ぼす行為 

7.8 品質保証(QA)手順 

品質保証(QA)に係わる問題はSDI/TDI/ERDIアメリカ本部のトレーニング部門が担当する。これは地域

事務局とセールスマネージャーたちが最終決定において中立的な立場を保障するためである。 
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7.8.1 一般品質保証(QA)手順 

一般品質保証(QA)とは、優良メンバーが最近登録した講習生にランダムに送付するコースサーベイレタ

ーを指す。一般コースサーベイレターは、指導の質を維持し、適切なトレーニング教材が使用されたこ

とを確認するために送付される。 

このレターは返送用封筒を同封した郵便で送付されるか、またはコースサーベイレターeメールにて送信

される。 

すべてのコース調査書はSDI/TDI/ERDI世界本部に転送されます。 

トレーニング部門。 

英語以外を話す講習生には、その講習生が使用する言語に翻訳される。 

SDI/TDI/ERDIプロフェッショナルの資質に疑問が生じた場合、次の4つの措置が考えられる。それらは

：  

1. 不問措置 

2. 保護観察(Probation/プロベーション)処分 

3. 一時停止(Suspended/サスペンデッド)処分 

4. 除名(Expelled/エクスペルド)処分 

7.8.2 不問措置 

不問措置とは、トレーニング部門へ提供された情報が不十分、または根拠がないと判断される場合を指

す。 

7.8.3 保護観察(Probation/プロベーション)処分 

保護観察ステータスは、そのメンバーが登録した全ての講習生にコースサーベイレターを送付すること

を義務づけるものであり、そのメンバーがコースを教えることを制限したり、妨げたりするものではな

い。このステータスは、通告なしにメンバーに適用されることがあり、通常は短期間のみである。保護

観察ステータスは、メンバーがSDI/TDI/ERDIのスタンダードや倫理規定に従って行動していない可能

性を示唆する情報がトレーニング部門に報告された場合に使用される。また、トレーニング部門の判断

により、書面での申し立てがなくても、メンバーは保護観察処分を受ける場合もある。 
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7.8.4 一時停止(Suspended/サスペンデッド)処分 

一時停止ステータス処分を受けたメンバーは、トレーニング部門が決定した期間または条件の下で、い

かなるコースの指導も行うことが許されない。  

その条件は、一時停止ステータス処分の理由とともに、書面でメンバーに通知される。メンバーが一時

停止処分を受けるのは、自身に対する嫌疑に15日間の異議申し立て期間が与えられ、且つトレーニング

部門がその嫌疑について完全な調査を行った後である。 

7.8.5 除名(Expelled/エクスペルド)処分 

除名処分を受けたメンバーは、SDI/TDI/ERDIプログラムの指導が無期限に禁止される。メンバーが除

名処分を受けるのは、本人の行動を是正するためのあらゆる試みが尽くされた後、または除名が唯一の

是正策であると判断された後である。除名処分は、トレーニング部門が徹底調査を行った後、Internati
onal Training®アメリカ本部プレジデントによってのみ下されます。 

品質保証(QA)に関する問題は全て機密事項として扱われ、アメリカ本部トレーニング部門の許可がない

限り、外部のインストラクターやファシリティと共有されることはない。地域事務局やセールスマネー

ジャーは、品質保証(QA)問題に関する情報取得の協力を求められることがある。 

暫定的なステータスまたは復帰トレーニングを受けるには、全ての要件が満たされるまで、処分の決定

を保留しておく必要がある。 

7.8.6 アメリカ本部における品質保証(QA)手順 

Step 
1：アメリカ本部トレーニング部門が、スタンダード違反または倫理違反を申し立てる書面またはコース

サーベイレターを受け取る。書面には、スタンダード違反や倫理違反を目撃した報告者の署名が必ずさ

れていなければならない。(電子署名も可能)電話での申し立ては認めない。 

Step 
2：SDI/TDI/ERDIアメリカ本部トレーニング部門は、データベースをチェックして問題になっている

ダイブプロフェッショナルの現在のステータスを確認する。アメリカ本部は全ての連絡先情報を入手す

ると、本人に対して違反報告を受理したという事実を通知する。通知は、最初に電話またはeメールで伝

え、そのあと書面で通知する。 

Step 
3：通知書には、品質保証(QA)違反の疑いが記載される。通知を受けたダイブプロフェッショナルは、1
5日以内に書面にて異議申し立てをすることができる。 
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Step 
4：アメリカ本部は、当該ダイブプロフェッショナルが過去に認定した講習生にコースサーベイレターを

送る。  

Step 
5：全ての情報が提供され、それを調査した後、取るべき措置が最終的に決定される。SDI/TDI/ERDI
アメリカ本部トレーニング部門は書面にて、処分決定をメンバーに通知する。 

Step 
6：当該メンバーのステータスがデータベースに記録される。講習中に使用された教材や講習のクオリテ

ィについて収集した全てのデータは、アメリカ本部のデータベース内の当該インストラクターのファイ

ルに記録される。 

7.9 全てのインストラクターコースの学科アウトライン 

1. インストラクターパッケージの確認 

2. TDIの歴史 

3. オフィス： 

a. ロケーション 

b. 他国の地域で指導する際のルール 

4. TDI倫理規定および行動規範 

5. 製品と手続き： 

a. ご注文方法 

b. 講習生認定入力方法 

c. メンバーリニューアル 

6. 責任と保険： 

a. リスク管理。 

b. 権利放棄と免責。 

7. インシデント/事故レポートの作成 

7.10 定義 

監督 
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1. 直接監督：インストラクターまたは認定アシスタントが講習生へのスキル指導とテクニック向上の

ための観察と評価をおこなうこと。直接監督では、コース内でのスキル紹介とテクニック開発の過

程で、個人を観察し評価しなければならない。直接監督では、スキル紹介およびテクニック開発中

、参加者とともに水中にいる必要がある。初めてダイビングをおこなう際は、インストラクターが

講習生と一緒に水中に同行し、講習生をコントロールしなければならない。その後のダイビングは

、教育機関によって定められている人数比を減らすことによって、認定アシスタントが行ってもよ

い場合もある。  

2. 間接的監督：講習生のスキルパフォーマンスとダイビング活動の全体的なコントロール、全般的な

観察、評価、指示をおこなうこと。インストラクターは、講習生が必要な場合に、すぐに助けるこ

とが出来る位置にいなければならない。 

7.11 フォーム各種 

TDIフォーム類を、必要に応じてトレーニングコースで使用すること。TDIアメリカ本部から事前の承認

がない限り、TDIが作成したものではない類似の書類を使用することはできない。TDIが作成したもので

はない書類の使用許可は、トレーニング開始前に申請しなければならず、以下のような場合にのみ許可

される： 

1. 講習生またはインストラクターが理解できる言語で書かれたフォームが無い場合 

2. 現地の法令に基づいて作成された書類が優先される場合 

7.12 エグザム(学科テスト) 

全てのTDIダイバーやリーダーシップコースのエグザム(学科テスト)は、80％以上のスコアで合格であ

り、不正解部分についてはインストラクターと一緒に再確認し、100％理解しなければならない。80％
未満のスコアであった場合、代替エグザム(学科テスト)が用意されている場合は、それを使用する。 

7.13 現CCRインストラクター - 
ユニットのクロスオーバー/アップグレード 

注：承認は、アメリカ本部トレーニング部門の評価とユニットメーカーの認可に準ずる。 

現TDIリブリーザーインストラクターが他のTDI公認リブリーザーにクロスオーバーを希望する場合、ク

ロスオーバーを希望するユニットの指導資格があるインストラクタートレーナーによるエントリーレベ

ルインストラクターコースを修了しなければならない。  

ユニットクロスオーバーの資格を得るには、候補生は次の条件を満たす必要がある： 
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1. 他のCCRユニットで、申請するレベルのアクティブティーチングステータスTDIインストラクター

であること 

2. メーカー承認またはTDI承認の教育機関において、今回申請するランクの該当ユニットで、ダイバ

ーレベルの正式なトレーニングを受けていることを証明する 

3. 申請するユニットで最低50時間の経験があることを証明する 

4. 特定ユニットエアディルエント減圧インストラクタートレーニングを修了した後、インストラクタ

ーは他ユニットで既に取得している更に高いTDIインストラクターランクをTDIに直接申請できる。

そのためには、申請するレベルおよびユニットで、少なくとも1回のTDIコース全行程をアシストし

た経験があり、以下の条件を満たしていなければならない： 

a. CCRヘリトロックスインストラクター - 特定ユニット： 

i. 別ユニットのTDI 
CCRヘリトロックスまたはそれ以上のランクのインストラクターである 

ii. 申請するユニットで少なくとも2人のダイバー認定を発行している 

b. CCRミックスガスおよびアドバンスミックスガスインストラクター - 特定ユニット 

i. 別ユニットのTDI 
CCRミックスガスまたはアドバンスミックスガスインストラクターである 

ii. 申請するユニットで少なくとも4人のダイバー認定を発行している 

5. 現TDI Kiss CCRインストラクターで、Kiss 
Sidewinderインストラクターにアップグレードする場合は、ユニットの組み立て、ホースルーティ

ング、ユニットの脱着を説明する学科セッションを修了し、資格のあるITのもとで最低2ダイブで1
20分以上のオープンウォータートレーニングを修了する必要がある。インストラクターはまた、イ

ンストラクターランクをアップグレードする前に、少なくとも10ダイブ以上にわたって600分のボ

トムタイムを証明しなければならない。 

別のユニットからクロスオーバーするCCRインストラクタートレーナーは、上記の条件を満たし、申請

する各レベルで少なくとも5名のダイバーを認定しなければなならない。 

7.14 ダイブリーダー(プロフェッショナルランク)のクロスオーバー要件 

他の教育機関で認定されたダイブリーダーは、その教育機関が発行した現在有効なプロフェッショナル

ランクの認定証のコピーを提出する必要がある。 

• 候補生がノンアクティブであり、かつその期間が5年未満の場合は、当該教育機関のアクティブステ

ータスを回復する前にどのような要件を満たさなければならないかを記した文書をその教育機関から

入手しなければならない。  
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• 候補生が5年以上ノンアクティブであった場合は、当該教育機関のアクティブステータスを回復する

前にどのような要件を満たさなければならないかを記した文書をその教育機関から入手しなければな

らない。そして、ノンアクティブな期間が長いため、クロスオーバーしたいランクのIEC(インスト

ラクターエバリュエーションコース)を完了する必要がある。 

• 全ての候補生はクロスオーバープログラムeラーニングを完了し(候補生の言語で利用可能な場合)、
適切なクロスオーバー申込書を記入し、現在有効なプロフェッショナルランクの証明、保険の証明(
候補生の活動場所で必要な場合)、およびeラーニング修了を示す文書を提出する必要がある。その

後、有資格者*によるクロスオーバープログラムを完了しなくてはならない。これは、直接対面また

はウェブ会議(手続きのみの場合)で完了することができる。 

*有資格者とは、各クロスオーバーレベルに対して次のように定義されます： 

• 評価を伴うインストラクタークロスオーバー - 
評価が必要なレベルを指導できるインストラクタートレーナー 

• 手続きによるインストラクタークロスオーバー - 
インストラクタートレーナー、地域代表、またはアメリカ本部/地域事務局スタッフメンバー 

注：すべてのTDIクロスオーバーはトレーニング部門の承認の対象であり、多くの場合、資格のあるTDI
インストラクタートレーナーによる評価が必要です。ランクと要件の確認に関して質問がある場合は、T
DIクロスオーバーを実施する前にトレーニング部門にお問い合わせ下さい。 

7.15 2年更新/リフレッシャーポリシー 

インストラクターとインストラクタートレーナーは、自身が指導できる最も高いランクのコースを最後

に指導した日から2年以内に1回以上指導しなければならない。2年の期間内に1回も指導していない場合

は、そのランクのティーチングステータスはノンアクティブになり、その当該インストラクターやイン

ストラクタートレーナーはそのランクのアクティブステータスを取り戻すために、アップデートに参加

しなければならない。通常、このポリシーの影響を受けるメンバーは、2年以上TDIメンバーとして更新

しなかったメンバーたちである。しかし、最高ランクより低いランクのコースしか指導していないメン

バーも影響を受ける可能性がある。 

以下の情報は、他教育機関での同等ランク活動を評価することで、またはインストラクタートレーナー

によるアップデートを修了することで、メンバーが完全にアクティブステータスを回復する方法を詳細

に説明するものです。 

インストラクタートレーナーによるアップデートが必要な場合、次のスタンダードが適用される： 

1. TDIオープンサーキット(オーバーヘッド以外)：アップデートは特定TDIランクを対象にし、オー

バーヘッド環境を除く、次のすべての下位TDIオープンサーキットランクを含む： 

a. アドバンストライミックス 

b. トライミックス 
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c. エクステンディッドレンジ 

d. 減圧手順 

e. アドバンスナイトロックス 

f. イントロテック 

g. ナイトロックス 

2. TDIオープンサーキット(オーバーヘッド)：アップデートは特定TDIランクを対象にし、すべての

下位TDIオーバーヘッドオープンサーキットランクとSDIランクを含む(CPRを除く)。 
*「ナイトロックスのみ」のアップデートは、ダイビングが行われない限り、SDIランクをカバーし

ません。 

3. TDIセミクローズドサーキットおよびクロースドサーキットリブリーザー：アップデートは特定ユ

ニットTDI SCRまたはTDI 
CCRランクを対象にし、すべての下位特定ユニットランクとSDIランクを含む(CPRを除く)。   

4. TDIガスブレンダーとサービステクニシャンインストラクターは、各レベルごとに個別のアップデ

ートが必要。 

TDIノンアクティブメンバーリニューアルポリシー 

1. TDIのメンバーで、2年以上リニューアルしていないが、別の公認スクーバ教育機関で指導している

インストラクターの場合、リニューアル要件には以下の「全て」が含まれる： 

a. クロスオーバーeラーニングコースを修了する(アメリカ本部が発行するコード使用) 

b. 開催できるコースの最新版教材を全て購入するか、または所有していることを証明する 

c. 今年度のメンバーシップリニューアルおよび規約書を記入して提出する 

d. 期間中のスクーバインストラクターとしての活動の詳細を記載したTDIメンバーアップデー

ト登録申請フォームを提出する。これには、過去2年間の他教育機関での同等ランク指導活

動の証明が含まれる 

e. TDIのノンアクティブ期間中、どの教育機関とも品質保証(QA)の問題がないことを証明する 

2. TDIのメンバーであるが、2年以上リニューアルをしていない、且つ他の公認スクーバ教育機関でも

指導をしていないインストラクターの場合、リニューアル要件には以下の「全て」が含まれる： 

a. クロスオーバーeラーニングコースを修了する(アメリカ本部が発行するコード使用) 

b. 開催できるコースの最新版教材を全て購入するか、または所有していることを証明する 

c. 今年度のメンバーシップリニューアルおよび規約書を記入して提出する 

d. 過去2年間、どの教育機関とも品質保証(QA)の問題がないことを証明する 
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e. SDIインストラクターエバリュエーションコース(IEC)を修了する、またはアクティブティ

ーチングステータスのTDIインストラクタートレーナーの実施するアップデートを受講し、

関連するTDI/ERDIリーダーシップコーススキル達成条件と修了条件を満たす(本人が持つ認

定で最高ランクのもの) 

f. メンバーアップデート登録申請フォームに記入し、アップデートを行ったインストラクター

トレーナーの署名を添えて提出する 

g. 資格のある医師が署名した、スクーバダイビングに制限や制約がないことを証明する現在有

効なダイバーメディカル/参加者チェックシートを提出する 

h. 現在有効なCPR(心肺蘇生法)およびファーストエイド(応急手当)トレーニング証明を提出す

る 

更新済TDIメンバー向けアクティブティーチングステータスポリシー 

1. TDIのメンバーであり、リニューアルはしているが、最高ランクコースの指導またはアシストを2年
以上行っておらず、 
しかし他の公認スクーバ教育機関では同等ランクの指導をしているインストラクターがアクティブ

ティーチングステータスを回復するための要件は次の通り： 

a. 開催できるコースの最新版教材を全て購入するか、または所有していることを証明する 

b. 期間中のスクーバインストラクターとしての活動の詳細を記載したTDIメンバーアップデー

ト登録申請フォームを提出する。これには、過去2年間の他教育機関での同等ランク指導活

動の証明が含まれる 

c. 期間中、どの教育機関とも品質保証(QA)の問題がないことを確認する 

または 

d. アクティブステータスのTDIインストラクタートレーナー(同じランクの指導資格がある)に
、アップデート修了を証明するメンバーアップデート登録申請フォームを提出してもらう 

2. TDIのメンバーであり、リニューアルはしているが、最高ランクコースの指導またはアシストを2年
以上行っておらず、且つ他の公認スクーバ教育機関でも同等ランクの指導をしていないインストラ

クターがアクティブティーチングステータスを回復するための要件は次の通り： 

a. 過去2年間、どの教育機関とも品質保証(QA)の問題がないことを証明する 

b. 資格のあるアクティブティーチングステータスのTDIインストラクタートレーナーが実施す

るアップデートを受講し、関連するTDI/ERDIリーダーシップコーススキル達成条件と修了

条件を満たす(本人が持つ認定で最高ランクのもの)メンバーアップデート登録申請フォーム

に記入し、アップデートを行ったインストラクタートレーナーの署名を添えて提出する 

c. 資格のある医師が署名した、スクーバダイビングに制限や制約がないことを証明する現在有

効なダイバーメディカル/参加者チェックシートを提出する 
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d. 現在有効なCPR(心肺蘇生法)およびファーストエイド(応急手当)トレーニング証明を提出す

る 

注：アメリカ本部のトレーニング部門または地域事務局がメンバーアップデート登録申請フォーム確認

した後、追加要件やドキュメントが必要になる場合がある。5年以上、ノンアクティブだったメンバーは

、アクティブステータスを回復するための追加要件があり、トレーニング部門に連絡する必要がある。 

前述の全ての手続きについて、アメリカ本部からeラーニングコードを無料で入手することができる。 

インストラクタートレーナーが、2年以上のノンアクティブ期間後に同ランクでのITステータスのリニュ

ーアルを希望する場合は、TDIアメリカ本部トレーニング部門スタッフによるインストラクタートレー

ナーワークショップ(またはITクロスオーバープログラム)に参加する必要がある。(無料)さらに、該当

するインストラクターランクでの更新の要件も満たす必要がある。 

SDIダイブマスター、SDIアシスタントインストラクター、TDIダイブマスター、ERDIスーパーバイザ

ーが、2年以上ノンアクティブSDI/TDI/ERDIメンバーの場合は、インストラクターと同じ手順に従う。

しかし、インストラクタートレーナーの署名が必要な箇所は、SDIインストラクターによる署名でも可

。 
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